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（別紙４－１） 

本件明細書１の発明の名称並びに段落【０００５】及び【０００７】 

 

【発明の名称】     保湿剤およびその製造方法 

【０００５】 

 本発明者らは，鋭意検討を重ねた結果，α－Ｄ－ＤＨＰＧと，その異性体である

β－Ｄ－ジヒドロキシプロピルグルコピラノシド（以下，β－Ｄ－ＤＨＰＧと略記

する。）とを所定の割合で含む組成物が，α－Ｄ－ＤＨＰＧ単独の場合よりも，保

湿性に優れることを見出した。また，このような組成物が，グルコース等のグルコ

ース源と，該グルコース源に対して所定のモル比となるように配合したグリセリン

とを酸性触媒により反応させる単純な有機合成法により製造できることを見出した。 

 上記課題を解決する本発明は，これらの知見に基づいてなされたものであり，以

下の態様を有する。 

 ［１］下記式（１）で表される化合物と下記式（２）で表される化合物とを４５

～７５：１５～２５の質量比で含み，当該糖組成物中に含まれる全糖の合計量に対

する前記式（１）で表される化合物の割合が５８．４～６５．３質量％で，前記式

（２）で表される化合物の割合が２１．６～２４．５質量％である糖組成物からな

る保湿剤。 

 【０００７】 

 ［２］［１］に記載の保湿剤を製造する方法であって， 

 グルコース源とグリセリンとを酸性触媒を用いて反応させる工程と， 

 前記グルコース源と前記グリセリンとを反応させて得られた反応生成物から，蒸

留により前記グリセリンを除去する工程とを有し， 

 前記グルコース源のグルコース換算の仕込み量と前記グリセリンの仕込み量との

モル比が１：４～１：１６であり， 

 前記蒸留を，ｐＨ（２５℃）６．５～８．５の範囲内にて行うことを特徴とする
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保湿剤の製造方法。 

 ［３］前記グルコース源と前記グリセリンとの反応を真空下で行う，［２］に記

載の保湿剤の製造方法。 

 ［４］前記蒸留時のｐＨの制御に，ハイドロタルサイト類を用いる，［２］また

は［３］に記載の保湿剤の製造方法。 
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（別紙４－２） 

本件明細書２の発明の名称並びに段落【０００５】及び【０００７】 

 

【発明の名称】     保湿剤およびその製造方法 

【０００５】 

 本発明者らは，鋭意検討を重ねた結果，ある一定の平均糖縮合度を有するＤ－ジ

ヒドロキシプロピル（ポリ）グルコピラノシド（以下，Ｄ－ＤＨＰＰＧと略記す

る。）とグリセリンとを所定の割合で含む組成物が，α－Ｄ－ＤＨＰＧ単独の場合

よりも，保湿性に優れることを見出した。また，このような組成物が，グルコース

等のグルコース源と，該グルコース源に対し所定のモル比となるように配合したグ

リセリンとを酸性触媒により反応させる単純な有機合成法により製造できることを

見出した。 

 上記課題を解決する本発明は，これらの知見に基づいてなされたものであり，以

下の態様を有する。 

 ［１］下記式（１）［式中，ｎは糖縮合度を示し，１以上の整数である。］で表

される化合物からなり平均糖縮合度が１．４５～１．９８である糖と，下記式（２）

で表される化合物とを４５～８０：２０～５５の質量比で含む糖組成物からなる保

湿剤を製造する方法であって， 

 グルコース源とグリセリンとを，酸性触媒を用いて反応させる工程と， 

 無機吸着剤を添加して前記酸性触媒を中和することにより，前記グルコース源と

前記グリセリンとの反応を停止させる工程とを有し， 

 前記グルコース源のグルコース換算の仕込み量に対する前記グリセリンの仕込み

量のモル比を１．５以上４．０未満の範囲内とすることを特徴とする保湿剤の製造

方法。 

 【０００７】 

 ［２］前記グルコース源と前記グリセリンとの反応を真空下で行う，［１］に記
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載の保湿剤の製造方法。 

 ［３］前記無機吸着剤としてハイドロタルサイト類を用いる，［１］または［２］

に記載の保湿剤の製造方法。 


